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L 言語使用に おける随伴性の新しい機能的分類

　Guerin （2004）は、　 N 常場面における言言剖吏用 の

随伴性 に つ い て 、社会的交換 シ ス テ ム を視野 に 入

れた もの として、以下の 三種類の 機能的分類を提

唱 して い る。

　 （1 ）人 々 に何か を行動させ る機能
’

　 （2 ）人々 に何 か を言わせ る、あ る い は信 じ さ

　　　　せ る機能

　 （3 ）社会的関係を維持 させ る機能

そ して、こ れ らの 言語使用 の随伴睦は、

　 （4 ）発言 の 結果生 じ る こ とを変容 させ る機能

に よ っ て修飾され て い る と考え られ て い る。

1，人々 に何かを言わせ る 、 あるい は信 じさせる

機能

　 こ の 随伴性 に より、話 し手は、社会的交換シ ス

テ ム を通 じて 、聞き手の 将来 の 行動、お よび 第三

者の行動の制御が
．
可能 となる。そ れ を容易にする

ため の 様 々 な方略は、社会的構築主義 の 立場に立

つ 、Potterらの 言説心 理学者に よ っ て 、近年盛ん

に研究 され て い る。

2 ，社会的関係 を維持させ る機能

　単 に 聞き手 の 注 目を維持 させ るこ とに始まり、

‘
Phatic　Communion「

（マ リノ フ ス キー）や共同発

話も こ の 機能を持 っ と考えられる。さらに、集団

内に お け る話 し手 の 評判 を維 持 、向上 させ る機能

を持っ 随f判生も考えられ る 。

3 ．発言 の 結果生 じるこ とを変容させ る機能

　話 し手 は、言語使用を修飾す る こ とで、望ま し

くない 結果を変容 させ るこ とが 可能 となる （オ
ー

トク リテ ィ ソ ク的な機能）、

ll．新 しい 随伴性 の 分類 と行動分析

　 こ れ ら の 新 しい 随伴性を、従来 の行動分析学の

方法論 で 検証す る こ とに は 困難が 予想 され る。 し

か し、こ の枠組み を、社会に お け る行動的問題 の

機能分析 に使用す ることは可能 で ある （Guerin，
2003）。
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